
Copyright © YRGLM Inc. All Rights Reserved.

株式会社イルグルム

BigQuery連携準備マニュアル

2023.07.10
運⽤型広告レポート⾃動作成ツール



©株式会社イルグルム

⽬次

2

1. BigQuery内での連携準備作業
Googleプロジェクトの作成
BigQueryAPIの有効化
Google Cloud Storageの有効化
Google Cloud Storage JSON APIの有効化
サービスキーの発⾏
サービスアカウントIDの確認
Google Cloud Storageのバケットの作成
BigQuery Datasetの作成

2. 弊社へのBigQuery関連情報の送付



©株式会社イルグルム3

1. BigQuery内での連携準備作業
お客様のBigQueryにて、アドレポとの連携に必要な準備を実施いただきます。



©株式会社イルグルム

１．Googleプロジェクトの作成

アドレポ連携⽤の新規プロジェクトを作成ください。
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1.BigQueryのダッシュボードにアクセスします。

2.「プロジェクトを選択」をクリックし、プロジェクトを作成します。

https://console.cloud.google.com/home/dashboard
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１．Googleプロジェクトの作成

アドレポ連携⽤の新規プロジェクトを作成ください。
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3.任意のプロジェクト名を指定し、プロジェクトを作成ください。（「adrepo」など）

※以降の作業では、作成したプロジェクトが画⾯上部で常に選択され
ている事を必ずご確認下さい。プロジェクトの選択を誤った状態で作
業を⾏うと、アドレポとの接続が出来ません。
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２．BigQuery APIの有効化

BigQueryのAPI有効化をご設定いただきます。
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1.画⾯上部の検索バーに「BigQuery API」と⼊⼒し、表⽰されたラベルをクリックして下さい。

2.画⾯が切り替わった後、「有効にする」というボタンが表⽰されている場合はクリックしてください
（すでにAPIが有効化されている場合は、当作業は不要です。）

※以下のように「無効にする」というボタンが表⽰されていれば、
APIの有効化は完了しています。
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3．Google Cloud Storageの有効化

Google Cloud Storageの有効化をご設定いただきます。
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1.画⾯上部の検索バーに「 Google Cloud Storage 」と⼊⼒し、表⽰されたラベルをクリックして下さい。

2.画⾯が切り替わった後、「有効にする」というボタンが表⽰されている場合はクリックしてください
（すでにAPIが有効化されている場合は、当作業は不要です。） ※以下のように「無効にする」というボタンが表⽰されていれば、

APIの有効化は完了しています。
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４．Google Cloud Storage JSON APIの有効化

Google Cloud Storage JSON APIの有効化をご設定いただきます。
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1.画⾯上部の検索バーに「Google Cloud Storage JSON API」と⼊⼒し、表⽰されたラベルをクリックして下さい。

2.画⾯が切り替わった後、「有効にする」というボタンが表⽰されている場合はクリックしてください
（すでにAPIが有効化されている場合は、当作業は不要です。）

※以下のように「無効にする」というボタンが表⽰されていれば、
APIの有効化は完了しています。
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５．サービスキーの発⾏

サービスキーを発⾏いただきます。
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1.BigQueryの「認証情報」にアクセスします。

2.「認証情報の作成」をクリックし、「サービスアカウントキー」を選択します。

3.サービスアカウントにて、「新しいサービスアカウント」を選択する。

https://console.cloud.google.com/apis/credentials
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4.サービスアカウントキーの作成にて以下の内容を⼊⼒してください。
・サービスアカウント名 ︓ 任意の名称（adrepoなど）
・役割 ︓ 「BigQuery データ編集者」「BigQuery ユーザー」
・キーのタイプ ︓ JSON

5. jsonファイルがPCに保存されます。こちらのファイルを弊社までメールにて送付ください。

５．サービスキーの発⾏

サービスキーを発⾏いただきます。
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※「役割」の設定画⾯は以下のとおりです。
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※以下の「メール」をコピーしておきます。
（⼿順8で仕様します。）

1.BigQueryの「認証情報」にアクセスします。

2.「サービスアカウントの管理」をクリックし、「５．サービスキーの発⾏」で作成しサービスアカウントの「メール」をコピーします。

６．サービスアカウントIDの確認

サービスアカウントIDを確認します。（⼿順8にて利⽤します。）
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https://console.cloud.google.com/apis/credentials
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1.Google Cloud Storageの管理画⾯にアクセスします。
※「無料トライアルに登録」または「課⾦を有効にする」というボタンが表⽰される場合は、クリックして必要情報をご⼊⼒頂き、

GoogleCloudStorageを使⽤可能にしてください

2.新規バケット作成画⾯に遷移します。

7．Google Cloud Storageのバケットの作成

Google Cloud Storageのバケットを作成いただきます。
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https://console.cloud.google.com/storage/browser
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3.バケット作成画⾯にて以下の内容を⼊⼒してください。
・名前 ︓ 任意の名称（adrepoなど） ※こちらの名称を弊社までメールにて送付ください。
・デフォルトのストレージクラス ︓ Regional
・場所 ︓ asia-northeast1

7．Google Cloud Storageのバケットの作成

Google Cloud Storageのバケットを作成いただきます。
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4.作成されたバケットの権限を編集します。

7．Google Cloud Storageのバケットの作成

Google Cloud Storageのバケットを作成いただきます。

14
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5.該当バケットに、以下のとおり権限を追加します。
役割 ︓ ストレージ管理者
メンバー ︓ 「６．サービスアカウントIDの確認」にて確認した「メール」

7．Google Cloud Storageのバケットの作成

Google Cloud Storageのバケットを作成いただきます。
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※以下のとおり登録した管理者が表⽰されていれば設定完了です。
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1.BigQueryの管理画⾯にアクセスします。
※選択中のプロジェクトが、「１．Googleプロジェクトの作成」の⼿順で作成されたプロジェクトである事を確認して下さい。

プロジェクトが異なる場合は、「Switch to project」をクリックしてプロジェクトを切り替えて下さい。

8．BigQuery Datasetの作成
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BigQueryにDatasetを作成し、アドレポ接続⽤権限の設定を⾏います

https://bigquery.cloud.google.com/welcome/
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1.BigQueryの管理画⾯にアクセスします。
※選択中のプロジェクトが、「１．Googleプロジェクトの作成」の⼿順で作成されたプロジェクトである事を確認して下さい。

プロジェクトが異なる場合は、「Switch to project」をクリックしてプロジェクトを切り替えて下さい。

2.「Create new dataset」をクリックします。

8．BigQuery Datasetの作成

BigQueryにDatasetを作成し、アドレポ接続⽤権限の設定を⾏います
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https://bigquery.cloud.google.com/welcome/
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3.「Create Dataset」画⾯にて以下を⼊⼒します。
・Dataset ID ︓ 任意の名称を⼊⼒してください。 ※こちらのIDを弊社までメールにて送付ください。
・Data location ︓ US ※US以外のロケーションは利⽤できません。
・Data expiration ︓ Never

8．BigQuery Datasetの作成

BigQueryにDatasetを作成し、アドレポ接続⽤権限の設定を⾏います
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※作成したDataset名称が表⽰されれば登録は成功です。
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4.IAMと管理の画⾯にて、アドレポが接続できる権限を発⾏します。
IAMの追加をクリックし、プロジェクトへのメンバー、役割の追加を⾏います。
・新しいメンバー ︓ adrepo-dev@yrglm.co.jp
・役割 ︓ 「BigQueryデータ編集者」「BigQueryユーザー」

8．BigQuery Datasetの作成
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BigQueryにDatasetを作成し、アドレポ接続⽤権限の設定を⾏います

https://console.cloud.google.com/iam-admin/iam
mailto:adrepo-dev@yrglm.co.jp
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2.弊社へのBigQuery関連情報の送付
上記設定完了後、必要な情報を弊社に送付お願いします。
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弊社へのBigQuery関連情報の送付
Google cloud plattoformでの設定完了後、以下のとおり弊社に情報連携をお願いします。
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BigQuery連携の作業準備が整い次第、接続にあたって必要な情報を弊社までご連絡ください。

▼送付先メールアドレス
account_center@yrglm.co.jp

▼タイトル
「アドレポBigQuery連携／必要情報の送付」

▼いただきたい内容
・サービスキー発⾏時に出⼒いただいたjsonファイル （「5.サービスキーの発⾏」参照）
・ GoogleCloudStorageのバケット名称（「 7．Google Cloud Storageのバケットの作成」参照）
・ BigqueryのDatasetID（「8.BigQuery Datasetの作成」参照）


